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菅菅総総理理のの冒冒頭頭ああいいささつつ
法
定
化
後
、
初
と
な
る
国
と
地

方
の
協
議
の
場
が
６
月
１３
日
、
総

理
官
邸
で
開
催
さ
れ
、
「
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
」
「
東
日
本
大

震
災
復
興
対
策
」
に
つ
い
て
協
議

し
た
。
本
会
の
五
本
幸
正
・
会
長

（
富
山
市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六

団
体
代
表
は
、
国
側
と
協
議
す
る

に
あ
た
り
「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
に
つ
い
て
（
意
見
）
」
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

て
」
�
２
・
３
面
に
掲
載
�
を
提

出
。
主
要
閣
僚
と
激
し
く
議
論
を

交
わ
し
た
。
【
関
連
記
事
８
面
】

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
を

巡
っ
て
は
、
政
府
が
平
成
２７
年
を

目
標
に
目
指
す
消
費
増
税
後
の
国

と
地
方
の
配
分
が
焦
点
。
政
府
案

を
み
る
と
、
消
費
税
率
を
１０
％
へ

引
き
上
げ
た
の
ち
の
配
分
に
つ
い

て
は
、
既
往
の
５
％
も
含
め
、
全

て
国
の
社
会
保
障
財
源
に
充
当
す

る
と
読
め
る
記
述
が
あ
る
。
さ
ら

に
地
方
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
課

税
自
主
権
で
賄
う
よ
う
求
め
る
記

述
が
あ
る
。
地
方
の
単
独
事
業
が

社
会
保
障
に
貢
献
し
て
い
る
現
実

を
踏
ま
え
、
実
態
に
沿
っ
た
消
費

税
の
配
分
が
必
要
だ
。

法律で正式に設けたこの国と地方のこうした意
見交換の会、第１回目ということで、ある意味で
は歴史的な意味を持っていると思っております。
これまでもいろいろな機会に、６団体の皆さん
からお話を聞かせていただいておりましたけれど
も、やはり法律でルール化されたということの持
つ意味は、それなりに大きなものがあると、これ
がいい意味で地方分権、地方自治の推進にもつな
がり、また、国政においても自治体との連携の中
で、しっかりとした行政が行える大きな一歩にな
ったと期待しております。
今回の大震災においても自治体同士の相互協力
というものが、ある意味では国を通さない形で迅
速に行われた場面がたくさんあった皆さん方の活
動に敬意を表しております。と同時に、そういう
中にあって、国がさらにやるべき役割についても
今回の大震災の教訓を踏まえながら、今後に向け
ていろいろと皆さん方のご意見をいただきなが
ら、考えてまいりたい。

全
国
市
議
会
旬
報
は
、
今

号
で
第
１
８
０
０
号
の
発
行

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
次
号
と
し
て
発

行
い
た
し
ま
す
第
１
８
０
１

号
を
も
っ
て
本
紙
は
、
創
刊

５０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

昭
和
３６
年
７
月
５
日
の
創

刊
以
来
、
５０
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
皆
様
方
に
ご
愛
読
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

対
し
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
紙
の
発
行
を
継
続
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ひ
と

え
に
全
国
の
市
区
議
会
議

長
、
議
員
、
議
会
事
務
局
の

方
々
よ
り
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
支
援
の
賜
物
と
、

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
お

手
許
へ
役
立
つ
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
本
会
と
全

国
の
市
区
議
会
議
長
及
び
議

員
、
議
会
事
務
局
職
員
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
一

層
の
紙
面
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旬
報
担
当
一
同

本
会
は
６
月
１４
日
、
東
京
・
全

国
都
市
会
館
で
第
１
８
３
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。
当
日
、
協
議
し

た
内
容
は
、
翌
１５
日
開
催
の
第
８７

回
定
期
総
会
の
運
営
。
合
わ
せ
て

定
期
総
会
へ
提
出
す
る
会
長
提
出

議
案
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
。

こ
の
ほ
か
理
事
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
に
対
す
る
義
援
金
の
贈

呈
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
総
額

１
億
８
０
６
８
億
円
に
及
ぶ
義
援

金
を
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、

茨
城
、
千
葉
の
６
県
へ
贈
呈
し
た

こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
被
災

地
を
代
表
し
、
本
会
相
談
役
の
野

田
譲
・
仙
台
市
議
会
議
長
が
感
謝

の
辞
を
述
べ
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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本本紙紙がが１１８８００００号号・・次次号号はは創創刊刊５５００周周年年

地地
方方
財財
源源
にに
もも
配配
慮慮
をを
――

法法
定定
後後
初初
のの
国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議

法
定
後
初
と
な
る
協
議
の
場
で

あ
い
さ
つ
す
る
菅
直
人
・
総
理

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
で
火
花

本
会
が
理
事
会
開
催

あいさつする五本会長

本
会
の
五
本
幸
正
・
会
長（
中
央
）

ら
地
方
六
団
体
の
代
表
が
出
席

（１） 平成２３年６月２５日 第１８００号



政
府
は
、
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
に
当
た
り
、
以
下
の
観
点

か
ら
の
検
討
を
深
め
、
成
案
を
得

る
よ
う
、
地
方
六
団
体
と
し
て
意

見
を
提
出
す
る
。

１

国
と
地
方
の
社
会
保
障
サ
ー

ビ
ス
は
一
体
で
あ
る
こ
と
を
認
識

す
べ
き

地
方
は
年
金
以
外
の
社
会
保
障

サ
ー
ビ
ス
全
般
を
担
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
住
民
の
す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
通
じ
て
継
続
的
か
つ
包

括
的
な
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。
全
体
の
社
会
保
障

は
、
国
と
単
独
事
業
も
含
め
た
地

方
の
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
が
一
体

と
し
て
支
え
て
お
り
、
地
方
の
社

会
保
障
サ
ー
ビ
ス
な
く
し
て
社
会

保
障
制
度
は
機
能
し
な
い
。

高
齢
者
三
経
費
（
基
礎
年
金
、

高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
）
と
こ

れ
に
制
度
化
さ
れ
た
少
子
化
対
策

経
費
等
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
社
会

保
障
四
経
費
に
対
象
を
限
定
す
る

べ
き
で
は
な
く
、
社
会
保
障
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
一

体
的
に
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
、
地
方

単
独
事
業
を
含
め
た
社
会
保
障
全

体
を
と
ら
え
た
議
論
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。

２

地
方
分
権
に
よ
る
社
会
保
障

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化
及
び
効
果
的

に
行
う
体
制
を
確
立
す
べ
き

地
方
自
治
体
は
、
社
会
保
障
制

度
運
営
の
中
核
と
し
て
住
民
と
直

接
向
き
合
い
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
地
域
包
括
ケ
ア
、
就
労
・
生

活
一
体
支
援
及
び
保
育
や
子
育
て

支
援
等
、
総
合
的
な
社
会
保
障
の

実
現
に
力
を
注
い
で
き
た
。

こ
う
し
た
住
民
本
位
の
社
会
保

障
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
、
ま
た

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
か
つ

持
続
的
に
提
供
す
る
た
め
、
地
方

自
治
体
の
裁
量
を
拡
大
し
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
さ
ら
に
進
め
る
な

ど
制
度
の
改
善
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
際
に
は
、
権
限
移
譲
や

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
、

出
先
機
関
改
革
な
ど
の
具
体
案
を

盛
り
込
む
こ
と
。

３

地
方
の
社
会
保
障
財
源
を
安

定
的
に
確
保
す
べ
き

地
方
の
社
会
保
障
財
源
に
つ
い

て
は
、
平
成
２１
年
度
税
制
改
正
法

附
則
１
０
４
条
３
項
７
号
に
お
い

て
、
「
地
方
分
権
の
推
進
及
び
国

と
地
方
を
通
じ
た
社
会
保
障
制
度

の
安
定
財
源
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
地
方
消
費
税
の
充
実
を
検
討

す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
筋
に
従
い
、
地
方
単
独

事
業
を
含
め
た
社
会
保
障
全
体
の

経
費
に
つ
い
て
の
試
算
を
行
っ
た

上
で
、
国
・
地
方
の
社
会
保
障
全

体
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
に
応
じ
て
、
偏
在
性
の
小
さ
い

地
方
消
費
税
の
充
実
や
消
費
税
と

リ
ン
ク
す
る
地
方
交
付
税
の
拡
充

な
ど
安
定
的
な
財
源
確
保
を
図
る

こ
と
。

な
お
、
現
行
の
地
方
消
費
税
の

税
率
や
消
費
税
に
係
る
交
付
税
率

は
、
料
飲
税
や
電
気
税
な
ど
の
地

方
税
の
廃
止
や
所
得
税
減
税
等
に

よ
る
交
付
税
の
減
収
を
踏
ま
え
、

そ
の
水
準
が
決
定
さ
れ
た
経
緯
に

留
意
す
る
こ
と
。

４

分
科
会
の
設
置
に
よ
る
実
質

的
な
協
議
を
開
始
す
べ
き

国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
法
定

化
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
方

が
重
要
な
役
割
を
担
う
社
会
保
障

サ
ー
ビ
ス
の
各
分
野
の
制
度
設
計

に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
の
意
見
を

的
確
に
反
映
し
、
国
・
地
方
の
適

切
な
財
源
配
分
を
含
め
、
効
果
的

な
制
度
と
な
る
よ
う
、
法
に
基
づ

く
分
科
会
を
設
置
し
、
速
や
か
に

検
討
を
開
始
す
る
こ
と
。

平
成
２３
年
６
月
１３
日地

方
六
団
体

東
日
本
大
震
災
は
、
わ
が
国
に

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
東

北
地
方
の
み
な
ら
ず
国
民
全
体
の

暮
ら
し
や
経
済
活
動
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一
刻
も
早

い
被
災
地
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る

と
と
も
に
、
日
本
の
再
生
に
向
け

て
国
と
地
方
が
総
力
を
結
集
し
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
被
災
自

治
体
か
ら
提
言
・
意
見
の
あ
っ
た

も
の
に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
当
面
の
緊
急
課
題
で

あ
る
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
国

と
地
方
で
十
分
協
議
の
上
、
速
や

か
に
対
応
す
る
よ
う
提
言
す
る
。

１
�
地
方
の
主
体
性
を
生
か
し
、

迅
速
に
復
興
対
策
に
取
り
組
む
べ

き提
言
１
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
復
興
計
画
の
た
め
の
方
針
の
早

期
提
示

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
、

大
津
波
等
に
よ
り
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
て
お
り
、
復
旧
・
復
興
事

業
の
早
期
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
被
害
状
況
や
地

理
的
条
件
が
地
域
ご
と
に
大
き
く

異
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
復
興
計

画
の
策
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。
つ

い
て
は
、
国
は
地
域
が
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の
基
本
方
針
を
早
期
に
提
示
す

る
こ
と
。

提
言
２
復
興
特
区
の
創
設

復
興
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
に

は
大
胆
な
規
制
緩
和
や
税
制
優
遇

等
の
特
例
を
認
め
る
「
復
興
特

区
」
の
創
設
が
急
務
で
あ
る
。
国
は

被
災
地
か
ら
の
提
案
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
地
方
と
の
協
議
の
上
、

早
急
に
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
。

そ
の
際
、
既
存
の
特
区
制
度
の

ス
キ
ー
ム
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
国
の
関
与
は
最
小
限
と
し
、

地
域
が
主
体
的
に
策
定
し
た
復
興

計
画
を
速
や
か
に
実
施
で
き
る
簡

便
な
手
続
き
と
す
る
こ
と
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め

の
特
別
法
の
制
定
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま

え
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
、

早
期
成
立
を
図
る
こ
と
。

提
言
３
迅
速
な
が
れ
き
処
理
の

推
進復

旧
・
復
興
の
第
一
歩
と
な
る

の
が
、
被
災
地
の
が
れ
き
処
理
で

あ
る
。

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
が

れ
き
は
広
域
か
つ
大
量
で
あ
り
、

被
災
市
町
村
の
処
理
能
力
を
大
き

く
超
え
て
い
る
。

迅
速
な
処
理
を
進
め
る
た
め
、

が
れ
き
の
広
域
処
理
に
国
の
直
轄

事
業
を
導
入
す
る
な
ど
、
既
存
の

制
度
や
役
割
分
担
を
超
え
た
特
例

措
置
等
を
講
じ
る
こ
と
。

提
言
４
復
興
財
源
の
確
保
と
自
由

度
の
高
い
交
付
金
制
度
の
創
設
等

国
民
的
合
意
の
も
と
に
復
興
に

必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

ま
た
、
被
災
し
た
自
治
体
や
避

難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
自
治
体

が
実
施
す
る
復
旧
・
復
興
の
た
め

に
増
大
す
る
財
政
需
要
に
つ
い
て

社社
会会
保保
障障
とと
税税
のの
一一
体体
改改
革革
にに
つつ
いい
てて（（
意意
見見
））

東東
日日
本本
大大
震震
災災
かか
らら
のの
復復
興興
にに
向向
けけ
てて

地地
方方
六六
団団
体体
のの
意意
見見
・・
提提
言言

国
と
地
方
の
協
議
の
場
へ
の
提
出
資
料
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は
、
地
方
交
付
税
総
額
と
は
別
枠

で
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
地
域
が
主
体
的

判
断
で
復
旧
・
復
興
を
実
施
で
き

る
自
由
度
の
高
い
包
括
的
交
付
金

制
度
の
創
設
や
国
が
実
施
す
る
直

轄
道
路
等
の
災
害
復
旧
・
復
興
事

業
に
対
す
る
被
災
し
た
自
治
体
か

ら
の
負
担
金
を
廃
止
す
る
な
ど
、

弾
力
的
な
財
政
支
援
措
置
等
を
講

じ
る
こ
と
。

提
言
５
被
災
県
ご
と
の
大
規
模

な
復
興
基
金
の
早
期
創
設

被
災
地
の
実
情
や
被
災
者
の
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
復
興
対
策
を
長
期

・
安
定
的
に
地
域
の
判
断
で
主
体

的
に
展
開
で
き
る
よ
う
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
時
を
大
幅
に
上
回
る

復
興
基
金
を
被
災
県
ご
と
に
早
期

に
創
設
す
る
こ
と
。

提
言
６
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
復
旧

上
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
道
路
、
橋
梁
、

鉄
道
等
の
社
会
基
盤
、
防
災
行
政

無
線
等
の
各
種
通
信
施
設
の
早
期

の
全
面
的
復
旧
を
進
め
る
こ
と
。

提
言
７
農
林
水
産
業
の
早
期
事

業
再
開
支
援
及
び
商
工
業
、
観
光

業
等
の
復
興
支
援

被
災
地
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
船
・

漁
港
が
破
壊
さ
れ
て
漁
村
集
落
の

存
立
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
水
産

業
、
農
地
の
塩
害
や
用
排
水
路
の

損
壊
等
に
よ
り
作
付
け
が
困
難
と

な
っ
た
農
業
、
製
材
所
等
が
損
壊

し
木
材
製
品
の
供
給
が
滞
っ
た
林

業
、
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
事

業
再
開
を
求
め
る
農
林
水
産
業
者

を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
。

ま
た
、
震
災
や
風
評
被
害
を
受

け
て
い
る
商
工
業
、
観
光
業
等
が

事
業
展
開
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
税
財
政
支

援
、
金
融
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

提
言
８
第
２
次
補
正
予
算
の
速

や
か
な
編
成
と
執
行

被
災
地
の
要
望
を
踏
ま
え
、
ま

ち
づ
く
り
や
事
業
者
の
事
業
再
開

な
ど
本
格
的
な
復
興
対
策
を
盛
り

込
ん
だ
第
２
次
補
正
予
算
を
速
や

か
に
編
成
し
、
直
ち
に
実
施
す
る

こ
と
。
そ
の
際
、
今
月
中
に
予
定

さ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震
災
復
興

構
想
会
議
の
第
一
次
提
言
を
最
大

限
盛
り
込
む
こ
と
。

２
�
福
島
第
一
原
発
事
故
の
早
期

収
束
と
安
全
対
策
を
再
構
築
す
べ

き提
言
１
原
子
力
発
電
に
関
す
る

安
全
対
策
の
確
立

い
ま
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な

い
福
島
第
一
原
発
事
故
に
柔
軟
か

つ
大
胆
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
官

民
及
び
国
内
外
の
叡
智
を
集
め
た

取
組
を
進
め
る
こ
と
。

今
次
の
事
故
に
よ
り
得
ら
れ
た

知
見
や
徹
底
検
証
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
防
災
指
針
や
原
子
力
発
電

所
等
に
対
す
る
耐
震
設
計
審
査
指

針
な
ど
の
安
全
審
査
基
準
を
抜
本

的
に
見
直
し
、
国
内
の
他
の
原
子

力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
対
策
を

再
構
築
す
る
こ
と
。

ま
た
、
避
難
用
道
路
の
確
保
な

ど
広
域
的
な
防
災
対
策
及
び
支
援

措
置
の
充
実
に
向
け
て
、
国
の
責

任
に
お
い
て
徹
底
し
た
対
策
を
講

じ
る
こ
と
。

提
言
２
放
射
能
汚
染
に
対
す
る

安
全
対
策
の
強
化

放
射
線
量
等
に
関
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
強
化
し
、
広
域
的
か
つ

継
続
的
な
測
定
を
実
施
す
る
と
と

も
に
国
内
外
に
正
確
な
情
報
を
迅

速
に
発
信
す
る
こ
と
。

ま
た
、
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ

れ
た
土
壌
、
廃
棄
物
等
に
関
す
る

放
射
線
量
の
基
準
や
指
針
を
速
や

か
に
設
定
し
た
上
、
住
居
や
土
壌

・
農
地
の
除
染
、
放
射
性
廃
棄
物

等
の
安
全
な
処
理
方
法
の
提
示
と

実
施
な
ど
、
住
民
生
活
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
対
策
を
強
化
す

る
こ
と
。

特
に
、
放
射
線
量
の
多
い
地
域

の
学
校
等
で
除
去
し
た
土
、
砂
等

の
最
終
的
な
処
分
方
法
に
つ
い
て

明
確
な
基
準
を
示
す
と
と
も
に
、

教
室
等
に
設
置
す
る
放
射
線
の
影

響
を
遮
断
す
る
空
調
設
備
に
対
す

る
支
援
措
置
を
講
じ
、
プ
ー
ル
使

用
に
際
し
て
の
適
切
な
基
準
も
示

す
こ
と
。

提
言
３
原
子
力
発
電
所
事
故
に

起
因
す
る
損
害
等
に
対
す
る
十
分

な
賠
償
と
対
策
の
強
化

警
戒
区
域
、
計
画
的
避
難
区

域
、
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
は
も

と
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お

い
て
も
、
住
民
や
事
業
者
が
精
神

的
不
安
や
風
評
に
よ
り
被
っ
た
直

接
・
間
接
の
被
害
・
損
失
に
対
し

責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

ま
た
、
出
荷
制
限
等
に
よ
る
農

水
産
物
等
の
被
害
や
操
業
停
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
者
・
従
業

員
や
風
評
被
害
を
被
っ
た
農
水
産

物
等
の
生
産
者
や
加
工
業
者
、
観

光
業
者
や
商
工
業
者
の
ほ
か
、
そ

の
従
業
員
に
対
し
て
完
全
な
賠
償

を
早
急
に
行
う
こ
と
。

上
記
の
よ
う
な
営
業
被
害
や
風

評
被
害
の
ほ
か
、
精
神
的
不
安
な

ど
に
つ
い
て
も
幅
広
く
賠
償
等
の

対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
迅
速
に

賠
償
金
又
は
仮
払
金
を
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
と
な
る

立
法
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
農
林
水
産
物
、
加
工

食
品
、
工
業
製
品
、
観
光
・
サ
ー

ビ
ス
な
ど
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
風

評
の
払
拭
に
向
け
た
的
確
な
情
報

発
信
を
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に

向
け
て
実
施
す
る
こ
と
。

３
�
被
災
者
支
援
施
策
等
を
充
実

・
強
化
す
べ
き

提
言
１
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向

け
た
取
組
の
充
実
・
強
化
及
び
地

域
産
業
の
再
構
築

地
震
、
津
波
災
害
及
び
原
子
力

災
害
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
未
だ
厳
し
い
環
境
で
生
活
再

建
に
取
り
組
ん
で
い
る
被
災
者
等

に
対
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、

教
育
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
る
き

め
の
細
か
い
支
援
を
機
動
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
地
域
産
業
の
再
構
築

の
た
め
の
経
済
的
、
金
融
的
な
支

援
を
行
い
、
地
元
優
先
の
雇
用
対

策
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
。

ま
た
、
住
民
票
を
避
難
先
の
市

町
村
に
移
さ
な
く
と
も
、
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
避

難
先
の
市
町
村
に
対
し
万
全
の
財

政
支
援
を
行
う
こ
と
。

さ
ら
に
、
復
旧
・
復
興
の
た
め

の
被
災
自
治
体
へ
の
人
的
・
物
的

支
援
に
要
す
る
経
費
へ
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
も
十
分
に
行
う
こ

と
。

提
言
２
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

以
下
の
生
活
再
建
支
援
施
策
の

実
施
を
強
く
求
め
る
。

�
津
波
被
害
地
域
の
集
団
移
転
を

促
進
す
る
た
め
、
国
に
よ
る
土
地

買
上
制
度
の
創
設
や
、
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
の
要
件
緩
和
を
行

う
と
と
も
に
、
地
盤
の
崩
落
や
地

滑
り
に
よ
る
宅
地
被
害
等
の
復
旧

に
対
す
る
財
政
支
援
等
を
図
る
こ

と
。

�
液
状
化
に
よ
り
住
宅
が
損
壊
し

た
す
べ
て
の
住
民
に
対
し
て
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く

支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
救
済

範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。
ま
た
、

現
行
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
や
災
害
援
護
資
金
制
度
に
お
い

て
、
住
宅
や
非
住
家
の
被
害
に
つ

い
て
も
住
宅
同
様
の
資
金
的
支
援

策
を
講
じ
る
こ
と
。

�
被
災
者
や
事
業
者
等
の
二
重
債

務
問
題
の
解
消
を
図
る
こ
と
。

提
言
３
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
の
見
直
し

東
日
本
大
震
災
は
、
相
互
扶
助

の
理
念
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
た

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
想
定

を
超
え
る
巨
大
な
も
の
で
あ
り
、

国
全
体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
の
点

に
関
し
、
被
災
者
の
一
刻
も
早
い

救
済
の
た
め
同
法
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
。

�
地
方
の
負
担
額
は
、
支
援
基
金

の
現
在
高
の
範
囲
と
し
、
国
の
負

担
率
を
９５
％
と
す
る
こ
と
。

�
国
主
導
で
実
施
す
る
支
給
対
象

の
拡
大
、
支
給
額
の
引
き
上
げ
等

は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
国
の

全
額
負
担
で
実
施
す
る
こ
と
。

�
法
改
正
後
の
上
記
負
担
率
は
遡

り
適
用
し
、
法
改
正
ま
で
に
支
払

わ
れ
た
支
給
金
の
総
額
は
法
改
正

後
の
制
度
の
一
部
と
み
な
す
こ

と
。

提
言
４
原
子
力
災
害
被
災
者
へ

の
税
負
担
の
救
済
等

原
子
力
災
害
被
災
者
の
税
負
担

に
対
す
る
救
済
に
つ
い
て
、
特
別

法
を
制
定
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

地
震
・
津
波
災
害
と
同
様
に
措
置

す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
地
方
税
収
入
等
の
減
に

係
る
１
０
０
％
の
財
源
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

提
言
５
応
急
仮
設
住
宅
整
備
等

の
促
進

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
を

失
う
な
ど
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
被
災
者
の
た
め
、
応
急
仮

設
住
宅
の
建
設
あ
る
い
は
公
営
・

民
間
住
宅
等
の
活
用
を
促
進
す
る

こ
と
。

ま
た
、
今
後
の
恒
久
的
な
住
宅

供
給
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
方
負

担
の
軽
減
、
全
額
国
庫
に
よ
る
補

助
や
補
助
対
象
の
拡
大
、
地
元
の

建
設
業
者
を
活
用
し
た
復
興
住
宅

建
設
な
ど
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
・

実
情
に
即
し
て
柔
軟
に
実
施
す
る

こ
と
。

平
成
２３
年
６
月
１３
日地

方
六
団
体
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▼
議
長

▽
菊
川

小
笠
原
宏
昌
（
２
・
７
）

▽
小
林

溝
口
誠
二
（
５
・
１
）

▽
佐
久

中
澤
兵
衛
（
５
・
９
）

▽
網
走

工
藤
英
治
（
５
・
１０
）

▽
高
知

岡
�

豊
（
５
・
１０
）

▽
名
寄

黒
井

徹
（
５
・
１１
）

▽
北
斗

池
田
達
雄
（
５
・
１１
）

▽
東
広
島

坂
本
一
彦
（
５
・
１１
）

▽
津
久
見

�
野
幹
也
（
５
・
１１
）

▽
横
須
賀

山
口
道
夫
（
５
・
１２
）

▽
南
足
柄

大
川
憲
司
（
５
・
１２
）

▽
真
岡

大
根
田
幹
夫
（
５
・
１２
）

▽
銚
子

宮
川
雅
夫
（
５
・
１２
）

▽
白
井

谷
嶋

稔
（
５
・
１２
）

▽
蒲
郡

波
多
野
努
（
５
・
１２
）

▽
木
津
川

尾
�
輝
雄
（
５
・
１２
）

▽
筑
後

坂
本
好
教
（
５
・
１２
）

▽
登
別

高
橋
正
美
（
５
・
１３
）

▽
伊
勢
原

国
島
正
富
（
５
・
１３
）

▽
熊
谷

礒
�

修
（
５
・
１３
）

▽
豊
橋

近
田
明
久
（
５
・
１３
）

▽
西
尾

新
家
喜
志
男
（
５
・
１３
）

▽
山
県

村
瀬
伊
織
（
５
・
１３
）

▽
中
津

清
水
勝
彦
（
５
・
１３
）

▽
旭
川

三
井
幸
雄
（
５
・
１６
）

▽
稚
内

岡
本
雄
輔
（
５
・
１６
）

▽
芦
別

田
森
良
隆
（
５
・
１６
）

▽
敦
賀

堂
前
一
幸
（
５
・
１６
）

▽
岡
谷

今
井
康
喜
（
５
・
１６
）

▽
福
生

田
村
昌
巳
（
５
・
１６
）

▽
武
蔵
村
山波

多
野
征
敏
（
５
・
１６
）

▽
台
東

青
柳
雅
之
（
５
・
１６
）

▽
常
総

草
間
正
詔
（
５
・
１６
）

▽
蓮
田

中
里
幸
一
（
５
・
１６
）

▽
千
葉

小
川
智
之
（
５
・
１６
）

▽
館
山

福
岡
信
治
（
５
・
１６
）

▽
習
志
野

関

桂
次
（
５
・
１６
）

▽
掛
川

竹
嶋
善
彦
（
５
・
１６
）

▽
春
日
井

丹
羽
一
正
（
５
・
１６
）

▽
豊
明

平
野
敬
祐
（
５
・
１６
）

▽
日
進

福
岡
幹
雄
（
５
・
１６
）

▽
み
よ
し

伊
藤
邦
洋
（
５
・
１６
）

▽
熊
野

中
田
悦
生
（
５
・
１６
）

▽
中
津
川

吉
村
俊
廣
（
５
・
１６
）

▽
福
知
山

野
田
勝
康
（
５
・
１６
）

▽
相
生

吉
田
政
男
（
５
・
１６
）

▽
玉
野

伊
達
正
晃
（
５
・
１６
）

▽
呉

神
田
�
彦
（
５
・
１６
）

▽
善
通
寺

氏
家
寿
士
（
５
・
１６
）

▽
伊
万
里

内
山
泰
宏
（
５
・
１６
）

▽
別
府

松
川
峰
生
（
５
・
１６
）

▽
日
田

井
上
明
夫
（
５
・
１６
）

▽
岩
見
沢

増
山
宣
之
（
５
・
１７
）

▽
江
別

尾
田
善
靖
（
５
・
１７
）

▽
八
戸

秋
山
恭
寛
（
５
・
１７
）

▽
黒
石

中
田
博
文
（
５
・
１７
）

▽
砺
波

稲
垣

修
（
５
・
１７
）

▽
小
浜

池
尾
正
彦
（
５
・
１７
）

▽
松
本

柿
澤

潔
（
５
・
１７
）

▽
武
蔵
野

き
く
ち
太
郎
（
５
・
１７
）

▽
青
梅

浜
中
啓
一
（
５
・
１７
）

▽
狛
江

栗
山
欽
行
（
５
・
１７
）

▽
世
田
谷

畠
山
晋
一
（
５
・
１７
）

▽
横
浜

佐
藤

茂
（
５
・
１７
）

▽
小
田
原

加
藤
仁
司
（
５
・
１７
）

▽
都
留

小
俣

武
（
５
・
１７
）

▽
日
立

飛
田
謙
一
（
５
・
１７
）

▽
小
山

野
村
広
元
（
５
・
１７
）

▽
矢
板

守
田
浩
樹
（
５
・
１７
）

▽
桐
生

荒
木
恵
司
（
５
・
１７
）

▽
太
田
（
群
馬
）

白
石
さ
と
子
（
５
・
１７
）

▽
安
中

奥
原
賢
一
（
５
・
１７
）

▽
行
田

吉
田
幸
一
（
５
・
１７
）

▽
和
光

菅
原

満
（
５
・
１７
）

▽
木
更
津

岡
田
壽
彦
（
５
・
１７
）

▽
佐
倉

森
野

正
（
５
・
１７
）

▽
鎌
ケ
谷

土
屋
裕
彦
（
５
・
１７
）

▽
沼
津

城
内

務
（
５
・
１７
）

▽
富
士
宮

朝
比
奈
貞
郎
（
５
・
１７
）

▽
湖
西

菅
本
利
隆
（
５
・
１７
）

▽
岩
倉

須
藤
智
子
（
５
・
１７
）

▽
四
日
市

毛
利
彰
男
（
５
・
１７
）

▽
鈴
鹿

青
木
啓
文
（
５
・
１７
）

▽
富
田
林

辰
巳
真
司
（
５
・
１７
）

▽
寝
屋
川

�
田
政
�
（
５
・
１７
）

▽
大
津

北
村
正
二
（
５
・
１７
）

▽
三
木

安
居
圭
一
（
５
・
１７
）

▽
尾
道

檀
上
正
光
（
５
・
１７
）

▽
三
原

白
須

均
（
５
・
１７
）

▽
高
松

妻
鹿
常
男
（
５
・
１７
）

▽
坂
出

中
河
哲
郎
（
５
・
１７
）

▽
福
岡

森

英
鷹
（
５
・
１７
）

▽
古
賀

奴
間
健
司
（
５
・
１７
）

▽
佐
世
保

永
山
正
幸
（
５
・
１７
）

▽
人
吉

永
山
芳
宏
（
５
・
１７
）

▽
宮
崎

前
田
広
之
（
５
・
１７
）

▽
日
南

井
戸
川
格
（
５
・
１７
）

▽
米
沢

佐
藤

�
（
５
・
１８
）

▽
新
潟

藤
田

隆
（
５
・
１８
）

▽
八
王
子

水
野

淳
（
５
・
１８
）

▽
東
村
山

熊
木
敏
己
（
５
・
１８
）

▽
国
立

阿
部
美
知
子
（
５
・
１８
）

▽
羽
村

瀧
島
愛
夫
（
５
・
１８
）

▽
古
河

小
森
谷
英
雄
（
５
・
１８
）

▽
石
岡

磯
部
延
久
（
５
・
１８
）

▽
結
城

須
藤
一
夫
（
５
・
１８
）

▽
龍
ケ
崎

川
北
嗣
夫
（
５
・
１８
）

▽
筑
西

堀
江
健
一
（
５
・
１８
）

▽
高
崎

丸
山
和
久
（
５
・
１８
）

▽
川
口

篠
田
文
男
（
５
・
１８
）

▽
勝
浦

丸

昭
（
５
・
１８
）

▽
浦
安

辻
田

明
（
５
・
１８
）

▽
熱
海

梅
原
一
美
（
５
・
１８
）

▽
三
島

碓
井
宏
政
（
５
・
１８
）

▽
豊
田

河
合
芳
弘
（
５
・
１８
）

▽
高
浜

鈴
木
勝
彦
（
５
・
１８
）

▽
岸
和
田

信
貴
芳
則
（
５
・
１８
）

▽
八
尾

田
中
久
夫
（
５
・
１８
）

▽
京
都

小
林
正
明
（
５
・
１８
）

▽
姫
路

大
倉
俊
巳
（
５
・
１８
）

▽
伊
丹

吉
井
健
二
（
５
・
１８
）

▽
新
宮

松
本
哲
也
（
５
・
１８
）

▽
大
牟
田

西
山
照
清
（
５
・
１８
）

▽
水
俣

真
野
頼
隆
（
５
・
１８
）

▽
弘
前

田
中

元
（
５
・
１９
）

▽
新
庄

沼
澤
恵
一
（
５
・
１９
）

▽
平
塚

須
藤
量
久
（
５
・
１９
）

▽
藤
沢

渡
辺
光
雄
（
５
・
１９
）

▽
三
浦

岩
野
匡
史
（
５
・
１９
）

▽
ふ
じ
み
野

岸
川
彌
生
（
５
・
１９
）

▽
大
阪

大
内
啓
治
（
５
・
１９
）

▽
枚
方

松
浦
幸
夫
（
５
・
１９
）

▽
松
江

林

干
城
（
５
・
１９
）

▽
岡
山

則
武
宣
弘
（
５
・
１９
）

▽
徳
島

中
川
秀
美
（
５
・
１９
）

▽
恵
庭

鷹
羽

茂
（
５
・
２０
）

▽
北
広
島

中
川
昌
憲
（
５
・
２０
）

▽
大
館

藤
原
美
佐
保
（
５
・
２０
）

▽
上
山

大
場
重
彌
（
５
・
２０
）

▽
昭
島

西
野
文
昭
（
５
・
２０
）

▽
清
瀬

森
田
正
英
（
５
・
２０
）

▽
東
久
留
米

篠
宮
正
明
（
５
・
２０
）

▽
目
黒

栗
山
よ
し
じ
（
５
・
２０
）

▽
渋
谷

前
田
和
茂
（
５
・
２０
）

▽
甲
府

清
水

保
（
５
・
２０
）

▽
土
浦

松
本
茂
男
（
５
・
２０
）

▽
宇
都
宮

金
子
和
義
（
５
・
２０
）

▽
足
利

河
内
利
雄
（
５
・
２０
）

▽
伊
勢
崎

斉
藤

優
（
５
・
２０
）

▽
富
士

稲
葉
寿
利
（
５
・
２０
）

▽
堺

馬
場
伸
幸
（
５
・
２０
）

▽
豊
中

片
岡
潤
子
（
５
・
２０
）

▽
宇
部

杉
山
孝
治
（
５
・
２０
）

▽
函
館

能
登
谷
公
（
５
・
２３
）

▽
小
樽

横
田
久
俊
（
５
・
２３
）

▽
柏
崎

霜
田

彰
（
５
・
２３
）

▽
加
茂

高
橋
禧
雄
（
５
・
２３
）

▽
三
鷹

白
鳥

孝
（
５
・
２３
）

▽
小
平

佐
野
郁
夫
（
５
・
２３
）

▽
新
宿

宮
坂
俊
文
（
５
・
２３
）

▽
墨
田

瀧
澤
良
仁
（
５
・
２３
）

▽
豊
島

里
中
郁
男
（
５
・
２３
）

▽
越
谷

伊
藤

治
（
５
・
２３
）

▽
市
川

松
永
修
巳
（
５
・
２３
）

▽
船
橋

七
戸
俊
治
（
５
・
２３
）

▽
守
口

津
嶋
恭
太
（
５
・
２３
）

▽
門
真

日
高
哲
生
（
５
・
２３
）

▽
宇
治

堀

明
人
（
５
・
２３
）

▽
和
歌
山

和
田
秀
教
（
５
・
２３
）

▽
熊
本

津
田
征
士
郎
（
５
・
２３
）

▽
秋
田

小
木
田
喜
美
雄
（
５
・
２４
）

▽
新
発
田

宮
野
昭
平
（
５
・
２４
）

▽
福
井

加
藤
貞
信
（
５
・
２４
）

▽
小
金
井

野
見
山
修
吉
（
５
・
２４
）

▽
東
大
和

尾
崎
信
夫
（
５
・
２４
）

▽
千
代
田

小
林
や
す
お
（
５
・
２４
）

▽
中
野
（
東
京
）

大
内
し
ん
ご
（
５
・
２４
）

▽
江
戸
川

島
村
和
成
（
５
・
２４
）

▽
岐
阜

渡
辺

要
（
５
・
２４
）

▽
高
槻

久
保
隆
夫
（
５
・
２４
）

▽
泉
佐
野

松
浪
武
久
（
５
・
２４
）

▽
藤
井
寺

石
田
隼
人
（
５
・
２４
）

▽
八
幡

森
川
信
隆
（
５
・
２４
）

▽
彦
根

渡
辺
史
郎
（
５
・
２４
）

▽
江
東

堀
川
幸
志
（
５
・
２５
）

▽
品
川

鈴
木
真
澄
（
５
・
２５
）

【
５
面
に
続
く
】
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▽
板
橋

石
井

勉
（
５
・
２５
）

▽
藤
岡

吉
田
達
哉
（
５
・
２５
）

▽
加
須

松
本
正
行
（
５
・
２５
）

▽
西
予

山
本
昭
義
（
５
・
２５
）

▽
筑
紫
野

大
石

泰
（
５
・
２５
）

▽
国
分
寺

井
沢
邦
夫
（
５
・
２６
）

▽
中
央

石
田
英
朗
（
５
・
２６
）

▽
北

小
池
た
く
み
（
５
・
２６
）

▽
成
田

宇
都
宮
高
明
（
５
・
２６
）

▽
流
山

坂
巻
忠
志
（
５
・
２６
）

▽
港

菅
野
弘
一
（
５
・
２７
）

▽
荒
川

服
部
敏
夫
（
５
・
２７
）

▽
春
日
部

川
鍋
秀
雄
（
５
・
２７
）

▽
周
南

米
沢
痴
達
（
５
・
２７
）

▽
文
京

宮
崎
文
雄
（
５
・
３０
）

▽
杉
並

藤
本
な
お
や
（
５
・
３０
）

▽
足
立

吉
岡

茂
（
５
・
３０
）

▽
瀬
戸
内

堤

幸
彦
（
５
・
３０
）

▽
出
雲

宮
本

亨
（
５
・
３１
）

▽
知
多

大
島
大
東
（
６
・
１
）

▽
さ
ぬ
き

国
方
幸
治
（
６
・
１
）

▽
吹
田

木
村

裕
（
６
・
２
）

▽
加
西

森
田
博
美
（
６
・
２
）

▽
佐
野

荒
井
仁
市
（
６
・
３
）

▽
尾
鷲

中
垣
克
朗
（
６
・
３
）

▽
瑞
穂

星
川
睦
枝
（
６
・
３
）

▽
栗
東

山
本

章
（
６
・
３
）

▽
千
歳

本
宮
輝
久
（
６
・
６
）

▽
本
庄

木
村
広
二
（
６
・
６
）

▽
日
置

松
尾
公
裕
（
６
・
６
）

▼
副
議
長

▽
菊
川

河
原
崎
光
雄
（
２
・
７
）

▽
中
間

古
野
嘉
久
（
４
・
３０
）

▽
小
林

蔵
本
�
弘
（
５
・
１
）

▽
佐
久

木
内
昌
明
（
５
・
９
）

▽
網
走

山
田
庫
司
郎
（
５
・
１０
）

▽
高
知

�
木

妙
（
５
・
１０
）

▽
名
寄

佐
藤

勝
（
５
・
１１
）

▽
北
斗

野
呂
義
夫
（
５
・
１１
）

▽
津
久
見

小
谷
栄
作
（
５
・
１１
）

▽
阿
久
根

木
下
孝
行
（
５
・
１１
）

▽
横
須
賀

木
下
憲
司
（
５
・
１２
）

▽
南
足
柄

石
田
久
良
（
５
・
１２
）

▽
真
岡

中
村
和
彦
（
５
・
１２
）

▽
銚
子

加
�
竹
二
（
５
・
１２
）

▽
白
井

素
田
久
美
子
（
５
・
１２
）

▽
蒲
郡

柴
田
安
彦
（
５
・
１２
）

▽
木
津
川

炭
本
範
子
（
５
・
１２
）

▽
東
広
島

中
曽
義
孝
（
５
・
１２
）

▽
筑
後

田
中
親
彦
（
５
・
１２
）

▽
登
別

山
田
新
一
（
５
・
１３
）

▽
伊
勢
原

相
馬
欣
行
（
５
・
１３
）

▽
熊
谷

山
田
忠
之
（
５
・
１３
）

▽
藤
枝

百
瀬

潔
（
５
・
１３
）

▽
豊
橋

佐
藤
多
一
（
５
・
１３
）

▽
西
尾

小
林
敏
秋
（
５
・
１３
）

▽
山
県

田
垣
隆
司
（
５
・
１３
）

▽
宇
陀

山
本
良
治
（
５
・
１３
）

▽
別
府

松
川
章
三
（
５
・
１３
）

▽
中
津

藤
野
英
司
（
５
・
１３
）

▽
旭
川

室
井
安
雄
（
５
・
１６
）

▽
稚
内

生
田
目
幸
男
（
５
・
１６
）

▽
芦
別

松
井
邦
男
（
５
・
１６
）

▽
敦
賀

北
條

正
（
５
・
１６
）

▽
岡
谷

齋
藤
美
恵
子
（
５
・
１６
）

▽
福
生

青
海
俊
伯
（
５
・
１６
）

▽
台
東

石
塚

猛
（
５
・
１６
）

▽
常
総

遠
藤
正
信
（
５
・
１６
）

▽
蓮
田

島
津
信
温
（
５
・
１６
）

▽
千
葉

奥
井
憲
興
（
５
・
１６
）

▽
館
山

三
澤

智
（
５
・
１６
）

▽
習
志
野

木
村
孝
浩
（
５
・
１６
）

▽
掛
川

大
石
與
志
登
（
５
・
１６
）

▽
春
日
井

高
田
敏
亨
（
５
・
１６
）

▽
常
滑

中
井
保
博
（
５
・
１６
）

▽
豊
明

平
野
龍
司
（
５
・
１６
）

▽
日
進

下
地
康
夫
（
５
・
１６
）

▽
み
よ
し

林

�
秋
（
５
・
１６
）

▽
熊
野

岩
本
育
久
（
５
・
１６
）

▽
中
津
川

櫛
松
直
子
（
５
・
１６
）

▽
福
知
山

奥
藤

晃
（
５
・
１６
）

▽
相
生

楠
田
道
雄
（
５
・
１６
）

▽
玉
野

�
原
良
一
（
５
・
１６
）

▽
呉

茶
林

正
（
５
・
１６
）

▽
善
通
寺

大
平
達
城
（
５
・
１６
）

▽
伊
万
里

前
田
久
年
（
５
・
１６
）

▽
日
田

溝
口
千
壽
（
５
・
１６
）

▽
岩
見
沢

仁
志
紘
一
（
５
・
１７
）

▽
美
唄

小
関
勝
教
（
５
・
１７
）

▽
赤
平

五
十
嵐
美
知
（
５
・
１７
）

▽
江
別

清
水
直
幸
（
５
・
１７
）

▽
八
戸

八
嶋

隆
（
５
・
１７
）

▽
黒
石

北
山
一
衛
（
５
・
１７
）

▽
砺
波

飯
田
修
平
（
５
・
１７
）

▽
小
浜

風
呂
繁
昭
（
５
・
１７
）

▽
松
本

白
川
延
子
（
５
・
１７
）

▽
武
蔵
野

土
屋
美
恵
子
（
５
・
１７
）

▽
青
梅

野
島
資
雄
（
５
・
１７
）

▽
狛
江

田
辺
良
彦
（
５
・
１７
）

▽
世
田
谷

佐
藤
弘
人
（
５
・
１７
）

▽
横
浜

川
辺
芳
男
（
５
・
１７
）

▽
小
田
原

奥
山
孝
二
郎
（
５
・
１７
）

▽
都
留

谷
内
茂
浩
（
５
・
１７
）

▽
日
立

村
田
悦
雄
（
５
・
１７
）

▽
小
山

塚
原
俊
夫
（
５
・
１７
）

▽
矢
板

中
村
久
信
（
５
・
１７
）

▽
桐
生

周
藤
雅
彦
（
５
・
１７
）

▽
太
田
（
群
馬
）

齋
藤
光
男
（
５
・
１７
）

▽
安
中

中
島
�
造
（
５
・
１７
）

▽
行
田

平
社
輝
男
（
５
・
１７
）

▽
羽
生

松
本
敏
夫
（
５
・
１７
）

▽
和
光

斉
藤
克
己
（
５
・
１７
）

▽
木
更
津

斉
藤
高
根
（
５
・
１７
）

▽
佐
倉

山
口
文
明
（
５
・
１７
）

▽
鎌
ケ
谷

野
上

實
（
５
・
１７
）

▽
沼
津

深
瀬

勝
（
５
・
１７
）

▽
富
士
宮

佐
野
清
明
（
５
・
１７
）

▽
湖
西

牧
野
考
二
（
５
・
１７
）

▽
岩
倉

宮
川

隆
（
５
・
１７
）

▽
四
日
市

三
平
一
良
（
５
・
１７
）

▽
鈴
鹿

森
し
ず
子
（
５
・
１７
）

▽
富
田
林

山
本
剛
史
（
５
・
１７
）

▽
大
津

奥
村

功
（
５
・
１７
）

▽
三
木

立
石
豊
子
（
５
・
１７
）

▽
天
理

加
藤
嘉
久
次
（
５
・
１７
）

▽
尾
道

�
本
訓
司
（
５
・
１７
）

▽
三
原

池
田

元
（
５
・
１７
）

▽
高
松

岡
下
勝
彦
（
５
・
１７
）

▽
坂
出

前
川
昌
也
（
５
・
１７
）

▽
福
岡

大
石
修
二
（
５
・
１７
）

▽
田
川

加
藤
秀
彦
（
５
・
１７
）

▽
古
賀

西
尾
耕
治
（
５
・
１７
）

▽
佐
世
保

山
下
隆
良
（
５
・
１７
）

▽
人
吉

森
口
勝
之
（
５
・
１７
）

▽
宮
崎

黒
川
正
信
（
５
・
１７
）

▽
日
南

甲
斐

登
（
５
・
１７
）

▽
米
沢

小
島
卓
二
（
５
・
１８
）

▽
新
潟

青
木

学
（
５
・
１８
）

▽
八
王
子

荻
田
米
蔵
（
５
・
１８
）

▽
東
村
山

島
田
久
仁
（
５
・
１８
）

▽
国
立

生
方
裕
一
（
５
・
１８
）

▽
羽
村

石
居
尚
郎
（
５
・
１８
）

▽
古
河

水
上
高
一
（
５
・
１８
）

▽
石
岡

塚
谷
重
市
（
５
・
１８
）

▽
結
城

金
子
健
二
（
５
・
１８
）

▽
龍
ケ
崎

大
塚
弘
史
（
５
・
１８
）

▽
筑
西

百
目
鬼
晋
（
５
・
１８
）

▽
高
崎

寺
口

優
（
５
・
１８
）

▽
川
口

松
本

進
（
５
・
１８
）

▽
勝
浦

岩
瀬
義
信
（
５
・
１８
）

▽
浦
安

西
山
幸
男
（
５
・
１８
）

▽
熱
海

川
口

健
（
５
・
１８
）

▽
三
島

瀬
川
元
治
（
５
・
１８
）

▽
豊
田

加
茂
み
き
お
（
５
・
１８
）

▽
高
浜

杉
浦
敏
和
（
５
・
１８
）

▽
岸
和
田

澤

榮
一
（
５
・
１８
）

▽
八
尾

重
松
恵
美
子
（
５
・
１８
）

▽
寝
屋
川

松
本
順
一
（
５
・
１８
）

▽
京
都

安
井
つ
と
む
（
５
・
１８
）

▽
姫
路

松
葉
正
晴
（
５
・
１８
）

▽
伊
丹

泊

照
彦
（
５
・
１８
）

▽
新
宮

屋
敷
満
雄
（
５
・
１８
）

▽
大
牟
田

松
尾
哲
也
（
５
・
１８
）

▽
水
俣

福
田

斉
（
５
・
１８
）

▽
弘
前

藤
田
隆
司
（
５
・
１９
）

▽
新
庄

小
嶋
冨
弥
（
５
・
１９
）

▽
平
塚

山
原
栄
一
（
５
・
１９
）

▽
藤
沢

松
下
賢
一
郎
（
５
・
１９
）

▽
三
浦

立
本
眞
須
美
（
５
・
１９
）

▽
ふ
じ
み
野

野
沢
裕
司
（
５
・
１９
）

▽
大
阪

青
江
達
夫
（
５
・
１９
）

▽
枚
方

大
森
由
紀
子
（
５
・
１９
）

▽
松
江

三
島
良
信
（
５
・
１９
）

▽
岡
山

三
木
亮
治
（
５
・
１９
）

▽
笠
岡

金
藤
照
明
（
５
・
１９
）

▽
徳
島

西
林
幹
展
（
５
・
１９
）

▽
恵
庭

野
沢
宏
紀
（
５
・
２０
）

▽
北
広
島

中
野

募
（
５
・
２０
）

▽
大
館

佐
藤
久
勝
（
５
・
２０
）

▽
上
山

堀
江
和
男
（
５
・
２０
）

▽
昭
島

青
山
秀
雄
（
５
・
２０
）

▽
清
瀬

斉
藤

実
（
５
・
２０
）

▽
東
久
留
米

富
田
竜
馬
（
５
・
２０
）

▽
目
黒

関
け
ん
い
ち
（
５
・
２０
）

▽
渋
谷

栗
谷
順
彦
（
５
・
２０
）

▽
甲
府

池
谷
陸
雄
（
５
・
２０
）

▽
土
浦

寺
内

充
（
５
・
２０
）

▽
宇
都
宮

山
本
正
人
（
５
・
２０
）

▽
足
利

渡
邊

悟
（
５
・
２０
）

▽
伊
勢
崎

田
島

勉
（
５
・
２０
）

▽
富
士

石
橋
広
明
（
５
・
２０
）

【
４
面
か
ら
続
く
】

【
６
面
に
続
く
】
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▽
堺

小
西
一
美
（
５
・
２０
）

▽
宇
部

植
松
洋
進
（
５
・
２０
）

▽
函
館

板
倉
一
幸
（
５
・
２３
）

▽
小
樽

斉
藤
陽
一
良
（
５
・
２３
）

▽
柏
崎

池
田
千
賀
子
（
５
・
２３
）

▽
加
茂

安
田
憲
喜
（
５
・
２３
）

▽
三
鷹

川
原
純
子
（
５
・
２３
）

▽
小
平

浅
倉
成
樹
（
５
・
２３
）

▽
新
宿

赤
羽
つ
や
子
（
５
・
２３
）

▽
墨
田

林

恒
雄
（
５
・
２３
）

▽
大
田
（
東
京
）

冨
田
俊
一
（
５
・
２３
）

▽
豊
島

島
村
高
彦
（
５
・
２３
）

▽
越
谷

松
島
孝
夫
（
５
・
２３
）

▽
市
川

松
葉
雅
浩
（
５
・
２３
）

▽
船
橋

鈴
木
郁
夫
（
５
・
２３
）

▽
守
口

立
住
雅
彦
（
５
・
２３
）

▽
門
真

平
岡
久
美
子
（
５
・
２３
）

▽
宇
治

向
野
憲
一
（
５
・
２３
）

▽
和
歌
山

中
村
協
二
（
５
・
２３
）

▽
熊
本

田
尻
将
博
（
５
・
２３
）

▽
荒
尾

迎

五
男
（
５
・
２３
）

▽
秋
田

成
沢
淳
子
（
５
・
２４
）

▽
新
発
田

斎
藤

明
（
５
・
２４
）

▽
福
井

西
本
恵
一
（
５
・
２４
）

▽
小
金
井

中
根
三
枝
（
５
・
２４
）

▽
東
大
和

関
田

貢
（
５
・
２４
）

▽
千
代
田大

串
ひ
ろ
や
す
（
５
・
２４
）

▽
中
野
（
東
京
）

久
保
り
か
（
５
・
２４
）

▽
江
戸
川

竹
内

進
（
５
・
２４
）

▽
岐
阜

松
原
徳
和
（
５
・
２４
）

▽
豊
中

上
垣
純
一
（
５
・
２４
）

▽
高
槻

奥
田
美
智
子
（
５
・
２４
）

▽
泉
佐
野

辻
中

隆
（
５
・
２４
）

▽
藤
井
寺

西
村
政
幸
（
５
・
２４
）

▽
八
幡

小
北
幸
博
（
５
・
２４
）

▽
彦
根

赤
井
康
彦
（
５
・
２４
）

▽
福
山

早
川
佳
行
（
５
・
２４
）

▽
江
東

秋
田
茂
夫
（
５
・
２５
）

▽
品
川

若
林
広
毅
（
５
・
２５
）

▽
板
橋

松
岡
し
げ
ゆ
き
（
５
・
２５
）

▽
藤
岡

冬
木
一
俊
（
５
・
２５
）

▽
加
須

平
井
喜
一
朗
（
５
・
２５
）

▽
西
予

浅
野
忠
昭
（
５
・
２５
）

▽
筑
紫
野

古
瀬
富
美
子
（
５
・
２５
）

▽
中
央

守
本
利
雄
（
５
・
２６
）

▽
北

大
島

実
（
５
・
２６
）

▽
成
田

神
�
利
一
（
５
・
２６
）

▽
流
山

藤
井
俊
行
（
５
・
２６
）

▽
宍
粟

岡
崎
久
和
（
５
・
２６
）

▽
港

林
田
和
雄
（
５
・
２７
）

▽
荒
川

保
坂
正
仁
（
５
・
２７
）

▽
春
日
部

武

幹
也
（
５
・
２７
）

▽
周
南

田
村
勇
一
（
５
・
２７
）

▽
文
京

戸
井
田
ひ
ろ
し
（
５
・
３０
）

▽
杉
並

横
山
え
み
（
５
・
３０
）

▽
足
立

た
き
が
み
明
（
５
・
３０
）

▽
瀬
戸
内

馬
場
政
�
（
５
・
３０
）

▽
出
雲

長
廻
利
行
（
５
・
３１
）

▽
知
多

勝
崎
泰
生
（
６
・
１
）

▽
さ
ぬ
き

多
田
一
明
（
６
・
１
）

▽
吹
田

神
谷
宗
弊
（
６
・
２
）

▽
加
西

土
本
昌
幸
（
６
・
２
）

▽
佐
野

大
川
圭
吾
（
６
・
３
）

▽
瑞
穂

若
園
五
朗
（
６
・
３
）

▽
栗
東

下
田
善
一
郎
（
６
・
３
）

▽
千
歳

村
上
洋
子
（
６
・
６
）

▽
本
庄

柿
沼
光
男
（
６
・
６
）

▽
尾
鷲

端
無
徹
也
（
６
・
６
）

▽
竹
田

和
田
幸
生
（
６
・
６
）

▽
日
置

長
野
瑳
や
子
（
６
・
６
）

▼
事
務
局
長

▽
小
樽

山
�
範
夫
（
４
・
１
）

▽
釧
路

山
根
誠
一
（
４
・
１
）

▽
網
走

佐
藤

明
（
４
・
１
）

▽
留
萌

鈴
木
鉄
男
（
４
・
１
）

▽
苫
小
牧

相
内
宏
司
（
４
・
１
）

▽
美
唄

中
平
匡
司
（
４
・
１
）

▽
三
笠

松
本
哲
宜
（
４
・
１
）

▽
富
良
野

岩
鼻

勉
（
４
・
１
）

▽
恵
庭

杉
森
和
彦
（
４
・
１
）

▽
青
森

武
井
健
一
（
４
・
１
）

▽
三
沢

佐
々
木
卓
也
（
４
・
１
）

▽
盛
岡

小
山
和
良
（
４
・
１
）

▽
北
上

下
瀬
川
俊
一
（
４
・
１
）

▽
一
関

鈴
木
道
明
（
４
・
１
）

▽
登
米

村
上
昭
一
（
４
・
１
）

▽
東
松
島

松
谷
善
雄
（
４
・
１
）

▽
由
利
本
荘

石
川
隆
夫
（
４
・
１
）

▽
男
鹿

江
畑
英
悦
（
４
・
１
）

▽
湯
沢

川
崎

茂
（
４
・
１
）

▽
鹿
角

�
橋
安
弘
（
４
・
１
）

▽
仙
北

藤
村
好
正
（
４
・
１
）

▽
に
か
ほ

金
子
勇
一
郎
（
４
・
１
）

▽
米
沢

根
津
文
男
（
４
・
１
）

▽
新
庄

柳
橋

弘
（
４
・
１
）

▽
寒
河
江

安
食
俊
博
（
４
・
１
）

▽
天
童

加
藤
正
美
（
４
・
１
）

▽
東
根

塩
野
康
二
（
４
・
１
）

▽
尾
花
沢

丹
川
弘
行
（
４
・
１
）

▽
会
津
若
松羽

田
喜
久
馬
（
４
・
１
）

▽
長
岡

森
山
建
之
（
４
・
１
）

▽
上
越

栗
本
修
一
（
４
・
１
）

▽
三
条

鈴
木
範
男
（
４
・
１
）

▽
小
千
谷

久
保
田
幾
規
（
４
・
１
）

▽
十
日
町

市
川

講
（
４
・
１
）

▽
燕

島
田
貫
夫
（
４
・
１
）

▽
糸
魚
川

小
林
武
夫
（
４
・
１
）

▽
魚
沼

小
幡
典
男
（
４
・
１
）

▽
南
魚
沼

山
口
恒
一
（
４
・
１
）

▽
富
山

土
肥

榮
（
４
・
１
）

▽
魚
津

石
崎

勉
（
４
・
１
）

▽
砺
波

神
島
英
弘
（
４
・
１
）

▽
小
矢
部

沼
田
市
郎
（
４
・
１
）

▽
金
沢

牧
野
和
広
（
４
・
１
）

▽
輪
島

中
道
秀
治
（
４
・
１
）

▽
珠
洲

鍛
治
鉄
雄
（
４
・
１
）

▽
羽
咋

毛
利

浩
（
４
・
１
）

▽
白
山

前
田
信
夫
（
４
・
１
）

▽
敦
賀

元
山
淳
司
（
４
・
１
）

▽
越
前

山
口

孝
（
４
・
１
）

▽
小
浜

前
野
光
信
（
４
・
１
）

▽
鯖
江

有
澤
一
之
（
４
・
１
）

▽
坂
井

山
農
兼
司
（
４
・
１
）

▽
松
本

渡
辺

明
（
４
・
１
）

▽
諏
訪

河
西

茂
（
４
・
１
）

▽
須
坂

宮
本
泰
也
（
４
・
１
）

▽
小
諸

山
浦
恒
雄
（
４
・
１
）

▽
中
野
（
長
野
）

大
堀
和
男
（
４
・
１
）

▽
大
町

北
澤
�
重
（
４
・
１
）

▽
塩
尻

成
田

均
（
４
・
１
）

▽
千
曲

永
井
圭
二
（
４
・
１
）

▽
安
曇
野

古
幡

敬
（
４
・
１
）

▽
八
王
子

中
島
悦
廣
（
４
・
１
）

▽
立
川

宮
崎
晴
至
（
４
・
１
）

▽
武
蔵
野

丹
羽

斉
（
４
・
１
）

▽
三
鷹

川
出
公
一
（
４
・
１
）

▽
府
中
（
東
京
）

深
谷
政
信
（
４
・
１
）

▽
昭
島

指
田
敏
明
（
４
・
１
）

▽
国
分
寺

和
智

昭
（
４
・
１
）

▽
千
代
田

立
川
資
久
（
４
・
１
）

▽
中
央

田
中

武
（
４
・
１
）

▽
台
東

西
島
久
雄
（
４
・
１
）

▽
品
川

中
山
武
志
（
４
・
１
）

▽
世
田
谷

尾
�
眞
也
（
４
・
１
）

▽
中
野
（
東
京
）

篠
原
文
彦
（
４
・
１
）

▽
葛
飾

前
田
正
憲
（
４
・
１
）

▽
横
須
賀

安
部
哲
哉
（
４
・
１
）

▽
小
田
原

篠
原

弘
（
４
・
１
）

▽
相
模
原

佐
藤

晃
（
４
・
１
）

▽
三
浦

宮
岡

弦
（
４
・
１
）

▽
厚
木

本
杉
重
�
（
４
・
１
）

▽
伊
勢
原

中
和
由
紀
（
４
・
１
）

▽
南
足
柄

石
川
昇
一
（
４
・
１
）

▽
都
留

杉
田
健
二
（
４
・
１
）

▽
大
月

小
林
和
人
（
４
・
１
）

▽
南
ア
ル
プ
ス有

野
一
成
（
４
・
１
）

▽
上
野
原

安
留
俊
介
（
４
・
１
）

▽
山
梨

野
沢
信
次
（
４
・
１
）

▽
水
戸

永
井
好
信
（
４
・
１
）

▽
石
岡

伊
野
忠
好
（
４
・
１
）

▽
結
城

落
合

聡
（
４
・
１
）

▽
常
陸
太
田

吉
成
賢
一
（
４
・
１
）

▽
笠
間

前
嶋
晃
司
（
４
・
１
）

▽
鹿
嶋

小
島
了
輔
（
４
・
１
）

▽
常
陸
大
宮

杉
山

勉
（
４
・
１
）

▽
那
珂

山
�
文
夫
（
４
・
１
）

▽
稲
敷

津
本
義
衛
（
４
・
１
）

▽
行
方

永
井
新
衛
（
４
・
１
）

▽
小
美
玉

長
谷
川
進
（
４
・
１
）

▽
真
岡

田
中
修
二
（
４
・
１
）

▽
大
田
原

弓
座

恵
（
４
・
１
）

▽
矢
板

富
川

薫
（
４
・
１
）

▽
下
野

高
野
康
男
（
４
・
１
）

▽
前
橋

関
口
久
美
（
４
・
１
）

▽
伊
勢
崎

亀
井
利
彰
（
４
・
１
）

▽
太
田
（
群
馬
）

野
村
惠
一
（
４
・
１
）

▽
沼
田

星
野
喜
一
（
４
・
１
）

▽
渋
川

勝
田
治
男
（
４
・
１
）

▽
さ
い
た
ま

柴
田

進
（
４
・
１
）

【
５
面
か
ら
続
く
】

【
７
面
に
続
く
】
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▽
川
越

飯
嶌
文
明
（
４
・
１
）

▽
飯
能

浅
見
邦
男
（
４
・
１
）

▽
東
松
山

�
瀬

弘
（
４
・
１
）

▽
狭
山

古
谷
貢
男
（
４
・
１
）

▽
深
谷

栗
田
理
一
（
４
・
１
）

▽
草
加

田
中

薫
（
４
・
１
）

▽
戸
田

田
島
幸
雄
（
４
・
１
）

▽
志
木

清
水
白
高
（
４
・
１
）

▽
桶
川

相
子

勤
（
４
・
１
）

▽
北
本

加
藤
一
男
（
４
・
１
）

▽
坂
戸

大
澤
雄
一
（
４
・
１
）

▽
幸
手

藤
沼
誠
一
（
４
・
１
）

▽
鶴
ヶ
島

須
田
三
夫
（
４
・
１
）

▽
銚
子

宮
内
康
博
（
４
・
１
）

▽
船
橋

廣
瀬
賢
治
（
４
・
１
）

▽
館
山

和
泉
澤
薫
（
４
・
１
）

▽
木
更
津

鈴
木
健
一
（
４
・
１
）

▽
茂
原

大
野
博
志
（
４
・
１
）

▽
佐
倉

福
山
聡
昭
（
４
・
１
）

▽
習
志
野

広
瀬

猛
（
４
・
１
）

▽
柏

菅
原
孝
弘
（
４
・
１
）

▽
八
千
代

高
橋
次
男
（
４
・
１
）

▽
我
孫
子

藤
代

勉
（
４
・
１
）

▽
鴨
川

田
中
時
雄
（
４
・
１
）

▽
君
津

高
橋

彰
（
４
・
１
）

▽
富
津

嶋
野
俊
幸
（
４
・
１
）

▽
四
街
道

岡
田

正
（
４
・
１
）

▽
袖
ケ
浦

及
川
和
範
（
４
・
１
）

▽
八
街

森
田
隆
之
（
４
・
１
）

▽
山
武

大
木
豊
之
（
４
・
１
）

▽
い
す
み

神
山
栄
治
（
４
・
１
）

▽
静
岡

山
杢
久
雄
（
４
・
１
）

▽
浜
松

池
谷
和
宏
（
４
・
１
）

▽
富
士
宮

渡
井
一
成
（
４
・
１
）

▽
島
田

村
田
達
己
（
４
・
１
）

▽
富
士

鈴
木
孝
治
（
４
・
１
）

▽
藤
枝

森
田
博
己
（
４
・
１
）

▽
御
殿
場

勝
又
一
宏
（
４
・
１
）

▽
裾
野

�
村
寿
彦
（
４
・
１
）

▽
御
前
崎

大
森
祥
晴
（
４
・
１
）

▽
袋
井

鈴
木
英
司
（
４
・
１
）

▽
伊
豆
の
国

相
原
健
次
（
４
・
１
）

▽
一
宮

岩
田
義
和
（
４
・
１
）

▽
半
田

原
田

桂
（
４
・
１
）

▽
刈
谷

加
藤
孝
史
（
４
・
１
）

▽
安
城

兵
藤
道
夫
（
４
・
１
）

▽
西
尾

大
河
内
省
吾
（
４
・
１
）

▽
江
南

大
島
茂
樹
（
４
・
１
）

▽
稲
沢

住
田
和
彦
（
４
・
１
）

▽
新
城

滝
下
一
美
（
４
・
１
）

▽
豊
明

成
田

宏
（
４
・
１
）

▽
日
進

辻

経
一
（
４
・
１
）

▽
清
須

松
尾
純
夫
（
４
・
１
）

▽
北
名
古
屋

石
原

龍
（
４
・
１
）

▽
弥
富

若
山
孝
司
（
４
・
１
）

▽
津

中
村
研
二
（
４
・
１
）

▽
四
日
市

井
上
紀
久
夫
（
４
・
１
）

▽
伊
勢

古
布
章
宏
（
４
・
１
）

▽
伊
賀

森
本
勝
美
（
４
・
１
）

▽
鈴
鹿

西
山
哲
也
（
４
・
１
）

▽
名
張

田
中
耕
作
（
４
・
１
）

▽
鳥
羽

寺
本
孝
夫
（
４
・
１
）

▽
熊
野

南

佳
壽
（
４
・
１
）

▽
岐
阜

植
村
俊
之
（
４
・
１
）

▽
多
治
見

石
丸
正
之
（
４
・
１
）

▽
中
津
川

伊
藤
和
通
（
４
・
１
）

▽
羽
島

岡
田

茂
（
４
・
１
）

▽
美
濃

市
原
英
樹
（
４
・
１
）

▽
美
濃
加
茂

土
屋
直
行
（
４
・
１
）

▽
瑞
穂

田
宮
康
弘
（
４
・
１
）

▽
飛
�

野
村
重
昭
（
４
・
１
）

▽
大
阪

鶴
田
勝
紀
（
４
・
１
）

▽
豊
中

伊
藤
孝
彦
（
４
・
１
）

▽
吹
田

川
上
勝
己
（
４
・
１
）

▽
泉
大
津

上
西
菊
雄
（
４
・
１
）

▽
八
尾

桐
山
友
良
（
４
・
１
）

▽
泉
佐
野

塩
谷
久
一
（
４
・
１
）

▽
大
東

大
西
秀
信
（
４
・
１
）

▽
和
泉

葛
城
敏
宏
（
４
・
１
）

▽
箕
面

竹
内
正
夫
（
４
・
１
）

▽
摂
津

寺
本
敏
彦
（
４
・
１
）

▽
高
石

木
嵜
茂
巳
（
４
・
１
）

▽
藤
井
寺

和
田
晋
司
（
４
・
１
）

▽
交
野

山
田
政
信
（
４
・
１
）

▽
大
阪
狭
山

梅
谷
忠
道
（
４
・
１
）

▽
阪
南

肥
田
茂
夫
（
４
・
１
）

▽
舞
鶴

長
岡
照
夫
（
４
・
１
）

▽
宇
治

谷
口

整
（
４
・
１
）

▽
宮
津

和
田
野
喜
一
（
４
・
１
）

▽
城
陽

田
中
信
三
（
４
・
１
）

▽
向
日

江
口
藤
喜
雄
（
４
・
１
）

▽
八
幡

山
本
幸
夫
（
４
・
１
）

▽
大
津

齋
藤

弘
（
４
・
１
）

▽
近
江
八
幡

木
村
正
善
（
４
・
１
）

▽
草
津

大
崎
恭
義
（
４
・
１
）

▽
栗
東

乾
澤

亮
（
４
・
１
）

▽
甲
賀

三
雲
正
治
（
４
・
１
）

▽
湖
南

内
山

肇
（
４
・
１
）

▽
高
島

仁
賀
久
宣
（
４
・
１
）

▽
東
近
江

小
西
孝
子
（
４
・
１
）

▽
神
戸

梅
村
晋
一
（
４
・
１
）

▽
洲
本

尾
上
憲
宏
（
４
・
１
）

▽
芦
屋

和
泉
健
之
（
４
・
１
）

▽
伊
丹

西
尾
幸
道
（
４
・
１
）

▽
宝
塚

山
脇

修
（
４
・
１
）

▽
三
田

杉
元
雅
宏
（
４
・
１
）

▽
加
西

三
船
敏
博
（
４
・
１
）

▽
篠
山

時
本
美
重
（
４
・
１
）

▽
南
あ
わ
じ

高
川
欣
士
（
４
・
１
）

▽
朝
来

藤
岡
治
良
（
４
・
１
）

▽
淡
路

加
地
研
一
（
４
・
１
）

▽
大
和
高
田

川
東
巨
親
（
４
・
１
）

▽
大
和
郡
山

北
森
正
一
（
４
・
１
）

▽
天
理

奥
田
隆
造
（
４
・
１
）

▽
橿
原

丸
橋
成
行
（
４
・
１
）

▽
五
條

乾

旬
（
４
・
１
）

▽
宇
陀

増
田
忠
昭
（
４
・
１
）

▽
和
歌
山

岡
崎
広
治
（
４
・
１
）

▽
御
坊

大
�
惠
司
（
４
・
１
）

▽
海
南

竹
中
敏
彦
（
４
・
１
）

▽
新
宮

嶋
田
喜
久
一
郎
（
４
・
１
）

▽
紀
の
川

永
田
博
敏
（
４
・
１
）

▽
橋
本

中
谷

勉
（
４
・
１
）

▽
米
子

浜
田
一
郎
（
４
・
１
）

▽
出
雲

妹
尾
克
彦
（
４
・
１
）

▽
岡
山

佐
藤

武
（
４
・
１
）

▽
玉
野

小
川
栄
一
（
４
・
１
）

▽
笠
岡

坂
本
健
登
（
４
・
１
）

▽
真
庭

志
田
浩
一
（
４
・
１
）

▽
美
作

鍬
先
耕
二
（
４
・
１
）

▽
尾
道

中
司
善
章
（
４
・
１
）

▽
福
山

池
田
幸
博
（
４
・
１
）

▽
三
次

福
永
清
三
（
４
・
１
）

▽
東
広
島

吉
村
康
明
（
４
・
１
）

▽
廿
日
市

高
嶋
眞
二
（
４
・
１
）

▽
安
芸
高
田

立
田
昭
男
（
４
・
１
）

▽
宇
部

山
根
正
弘
（
４
・
１
）

【
６
面
か
ら
続
く
】

▽
７
月
４
日

社
会
文
教
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
全
国
都

市
会
館
）

▽
７
月
５
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
後
３
時
、

姫
路
市
）

▽
７
月
７
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
役
員
会
（
午

前
１１
時
、
全
国
都
市
会
館
）
・

理
事
会
（
午
後
１
時
、
同
）

▽
７
月
１２
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
都
市
セ
ン

タ
ー
会
館
）

▽
７
月
１３
日

全
国
公
営
交
通
事

業
都
市
議
長
会
�
監
事
会
議

（
午
後
１２
時
半
、
全
国
都
市
会

館
）
・
役
員
会
（
午
後
１
時
半
、

都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）
・
総
会

（
午
後
３
時
半
、
同
）

▽
７
月
１５
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部

会

長

会

議
（
午

前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
理
事

会
（
午
後
１
時
、
同
）
・
会
計

監
査
（
午
後
３
時
、
同
）
・
地

域
主
権
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
（
午
後
３
時
、
全
国
都
市

会
館
）

▽
７
月
２０
日

地
方
行
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
未
・
全

国
都
市
会
館
）
・
委
員
会
（
未

・
同
）

▽
７
月
２１
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
・
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
・
同
）

▽
７
月
２６
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
・
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
・
同
）

行行
事事
予予
定定

（７） 平成２３年６月２５日 第１８００号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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政
府
・
与
党
は
６
月
２０
日
、
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
す
る

成
案
の
決
定
を
先
送
り
し
た
。
菅

総
理
は
２０
日
の
決
定
を
目
指
し
て

い
た
が
、
内
容
を
巡
っ
て
民
主
党

内
の
ほ
か
国
民
新
党
か
ら
も
反
発

を
招
き
、
一
体
改
革
の
実
現
は
混

迷
を
極
め
そ
う
な
状
況
だ
。

与
党
内
で
反
発
を
招
い
て
い
る

点
は
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
。
政
府
が
示
し
た

最
終
案
に
は
「
２
０
１

５
年
度
ま
で
に
段
階
的

に
消
費
税
率
（
国
・
地

方
）
を
１０
％
ま
で
引
き

上
げ
」
と
言
及
し
て
い

る
が
、
こ
の
部
分
が
火

種
と
な
り
与
党
内
の
抵

抗
を
招
い
た
。

総
理
は
当
初
、
同
日

夜
に
「
社
会
保
障
改
革

検
討
本
部
（
本
部
長
�

菅
総
理
）
」
を
開
き
、

最
終
案
を
決
定
す
る
予

定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

意
見
集
約
に
至
ら
な
か

っ
た
た
め
、
検
討
本
部

の
開
催
は
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

政
府
・
与
党
で
は
、
今
後
も
調

整
を
続
け
成
案
を
決
定
し
た
い
考

え
だ
が
、
与
党
内
の
抵
抗
が
極
め

て
強
い
だ
け
に
決
着
の
目
途
は
立

た
な
い
。

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
委
員

を
務
め
る
国
民
新
党
の
亀
井
亜
紀

子
・
政
調
会
長
は
、
自
身
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
消
費
税
増
税
は
与

謝
野
大
臣
案
で
あ
っ
て
『
た
た
き

台
』
で
あ
り
、
決
定
事
項
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
表
明
す
る
な
ど
与

党
内
の
抵
抗
が
強
い
だ
け
に
、
意

見
集
約
の
糸
口
は
見
え
な
い
。

政
府
は
昨
年
１２
月
１４
日
に
閣
議

決
定
し
た
「
社
会
保
障
改
革
の
推

進
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
「
２３
年

半
ば
ま
で
に
成
案
を
得
」
と
明
記

し
た
。
し
か
し
「
２３
年
半
ば
」
も

残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
わ
ず
か
だ
。

菅
総
理
が
目
指
す
消
費
税
率
を

１０
％
と
す
る
増
税
。
現
行
税
率
か

ら
の
５
％
積
み
増
し
が
実
現
し
た

場
合
、
国
と
地
方
の
配
分
に
目
を

配
る
必
要
が
あ
る
。
当
初
案
で
は

増
税
後
の
税
収
に
つ
い
て
、
地
方

へ
の
配
分
を
明
記
し
な
か
っ
た
ば

か
り
か
、
与
謝
野
馨
・
社
会
保
障

・
税
一
体
改
革
担
当
相
は
、
増
収

分
を
一
般
財
源
と
し
て
地
方
へ
配

分
す
る
考
え
が
な
い
こ
と
を
表
明

し
て
い
た
た
め
だ
。
６
月
１３
日
に

開
催
さ
れ
た
国
と
地
方
の
協
議
の

場
。
こ
こ
で
も
一
体
改
革
が
議
題

と
な
り
、
国
と
地
方
の
双
方
が
激

し
い
議
論
を
闘
わ
せ
た
。

【
関
連
記
事
１
面
】

進
行
す
る
我
が
国
の
少
子
高
齢

化
に
連
動
し
社
会
保
障
関
係
費
も

膨
む
た
め
、
財
源
確
保
は
急
務
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き

た
い
点
は
、
社
会
保
障
関
係
経
費

を
負
担
し
て
い
る
主
体
が
国
の
み

で
な
い
と
い
う
事
実
だ
�
上
表
。

一
体
改
革
の
当
初
案
で
は
、
消

費
増
税
に
よ
る
上
積
み
分
に
関
し

地
方
へ
配
慮
さ
れ
ず
、
膨
ら
む
地

方
の
社
会
保
障
経
費
に
つ
い
て
は

課
税
自
主
権
で
対
応
し
ろ
と
い
う

内
容
。
協
議
の
場
で
の
地
方
側
に

よ
る
猛
反
発
か
ら
最
終
案
で
は
地

方
に
配
慮
さ
れ
、
現
行
分
の
地
方

消
費
税
と
、
消
費
税
の
現
行
の
交

付
税
法
定
率
分
は
変
更
し
な
い
こ

と
さ
れ
た
ほ
か
、
税
率
引
き
上
げ

後
の
上
積
み
分
に
つ
い
て
も
地
方

へ
充
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
与
謝
野
大
臣
の
本
音

は
、
国
の
取
り
分
の
大
幅
増
。
今

後
の
議
論
の
過
程
で
国
が
有
利
と

な
る
よ
う
決
着
す
る
と
も
限
ら
な

い
。
行
方
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

石
山
米
男
氏
（
横
手
市
議
会
議

長
）６

月
１１
日
逝
去
、
７０
歳
。
葬
儀

は
６
月
１４
日
、
横
手
市
内
で
執
り

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男
の
直
さ

ん
。

（社会保障関係費の現状（Ｈ２２年度当初、単位：兆円））

地方負担計

０．７
２．２
２．３
５．２
０．０
４．４
３．７
３．４
１６．８

地方３７．７％

その他事業

―
０．０
０．２
０．２
０．０
２．９
１．８
２．３
７．３

国費を伴う事業
地方費
０．７
２．２
２．１
５．０
０．０
１．５
１．９
１．１
９．５

国 費
９．９
４．５
２．２
１６．６
１．４
５．１
２．４
２．４
２７．８

国 ６２．３％

区 分

基礎年金
後期高齢者医療
介 護
小 計

その他年金（恩給等）
医 療
子ども・子育て
障害者福祉等
合 計
国と地方の負担割合

国と地方が一体として提供する社会保障サービス

地方単独事業

予防接種自体（インフルエンザ等）

胃がん、肺がん、大腸がん等

一般的保健所経費

妊婦健診（５回分）・乳幼児健診

児童相談所、乳幼児医療費

公立認可保育所、認可外保育所、
保育料軽減

養護老人ホーム、軽費老人ホーム等

その他障害者医療費

福祉事務所（ケースワーカー等）

保険料軽減

国庫補助負担事業

予防接種による健康被害（国１／２）

子宮頸がん、乳がん（国１／２）

肺炎検査、ＨＩＶ検査等特定業務
（国１／２）

母子手帳・乳幼児家庭全戸訪問、
妊婦健診（９回分）（国１／２）

子ども手当（国定率負担）、児童扶
養手当（国１／３）

私立認可保育所（国１／２）

特養、老人保健施設の入居費用（介
護保険施設）（保険料５０％、国２０％）

自立支援医療費（特定の医療費を自己
負担１割水準まで軽減）（国１／２）

生活保護扶助（国３／４）

国・地方の定率負担（保険料５０％と国４３％）

項 目

予防接種

がん検診

保健所経費

母子・乳幼児

児童福祉

保育所経費

老人福祉施設

障害者医療

生活保護

国民健康保険

お
知
ら
せ

本
紙
７
月
５
日
付
第
１
８

０
１
号
は
、
６
月
１５
日
に
開

催
し
た
第
８７
回
全
国
市
議
会

議
長
会
定
期
総
会
に
関
す
る

特
集
号
と
し
て
発
行
い
た
し

ま
す
。

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
は
２０
日
に
決
定
至
ら
ず

与
党
内
に
消
費
増
税
へ
の
反
発
強
し

国
と
地
方
の
協
議
の
場
で
も
議
論

第
４
回
政
府
・
与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本

部
成
案
決
定
会
合
で
あ
い
さ
つ
す
る
菅
総
理

【
写
真
提
供
�
内
閣
広
報
室
】

第１８００号 平成２３年６月２５日 （８）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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